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令和３年度事業計画 

                         

社会福祉法人 さぬき市社会福祉協議会 

【使  命】 

さぬき市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、地域住民及び福祉組織・関係 

者の協働により地域生活課題の解決に取り組み、誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる 

「ともに生きる豊かな地域社会」づくりを推進することを使命とする。 

【経営スローガン】 

「市民のお役に立つ社会福祉協議会をつくる」 

【基本目標】 

１ 市民に必要とされる社協づくり 

関係機関、団体との連携、協働に基づき、市民のニ－ズに的確に対応し、効率的な組織経営、 

事業経営を行うことができる組織体制に整備する。 

２ 地域福祉実践が展開できる経営組織体づくり 

地域福祉が実践できる組織体とするために、「発展・強化計画」にもとづき、中期的な組織改革 

や事務・事業の見直し等、スクラップ＆ビルドを徹底し、経営改革に取り組んでいく。 

３ 地域生活支援のための人づくり、地域づくり、ネットワークづくり 

市民・関係団体・関係機関等の協働により、地域生活を支援する活動を推進する。 

【基本方針】 

少子高齢化が進む中、地域では孤独死やゴミ屋敷等の増加、社会的孤立、ひきこもり、８０５０ 

問題、貧困や格差等、様々な地域生活課題が顕在化している。こうした課題の背景には、地域社会 

の関係性の希薄化、家族形態の変容等が要因となっている。 

このような状況下、国においては従来の属性別の支援体制では、地域住民の複雑化・複合化した 

支援ニーズに対応することが困難であり、包括的な支援体制の全国的な整備を推進する方策として、 

社会福祉法を改正し、既存の制度政策分野を超えて、「断らない相談支援」「参加支援」「地域づくり 

に向けた支援」の取り組みを提起されているところである。 

さらに、新型コロナウイルス感染症拡大により、今まで当たり前であった日常が一変し、社会の 

仕組みそのものが変わりつつある中で、人と人が互いに接触する機会が減少し、これまで地域にお 

けるつながりづくりを進めてきた社会福祉協議会にとって、様々な活動の推進がしづらい状況とな 

っている。 

こうした状況をふまえて、長きにわたり福祉のまちづくりに取り組んできた社会福祉協議会にお 

   いては、これまでに培ってきた専門性を活かし、地域住民や多様な機関・団体等との協働により、 

   地域福祉の推進に、より一層努めなければならない。 

本会では、平成３０年度において「第２期社協発展・強化計画」並びに「第４期さぬき市地域福 

祉計画と一体的に策定した「第４期地域福祉活動計画」の柱立てに沿った取組を推進する中で深刻 

化する福祉課題・地域課題への対応、介護報酬の引き下げ等による収益の減少や介護職等の人材確 

保の難しさ等の経営上の課題に取り組み、今後ますます財源が厳しくなる中で、健全で自立に向け 

た財政経営に努める。 

令和３年度においても、誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる「ともに生きる豊か 

   な地域社会」づくりの実現のために、危機意識と改革意欲を持ち、全職員一丸となり、次の事業を 

   進めて行く。 
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